
ハ

組
合
に
お
け
る
貸
付
け
、
債
務
の
保
証
そ

の
他
の
資
金
の
運
用
の
審
査
に
関
す
る
事

務
、
原
価
計
算
そ
の
他
の
財
産
分
析
に
関
す

る
事
務
又
は
内
部
監
査
に
関
す
る
事
務

２

次
の
各
号
に
掲
げ
る
者
は
、
農
業
協
同
組
合
監

査
士
と
み
な
す
。

一

旧
農
業
協
同
組
合
監
査
士
に
選
任
さ
れ
て
い

た
者

二

公
認
会
計
士
で
あ
っ
て
前
項
第
二
号
に
該
当

す
る
者

３

第
一
項
の
場
合
に
お
い
て
、
次
の
各
号
に
掲
げ

る
者
は
、
そ
れ
ぞ
れ
当
該
各
号
に
定
め
る
者
と
み

な
す
。

一

平
成
二
十
七
年
改
正
法
施
行
前
に
全
国
農
業

協
同
組
合
中
央
会
が
行
う
資
格
試
験
に
合
格
し

た
者

第
一
項
第
一
号
に
該
当
す
る
者

ロ

存
続
全
国
中
央
会
が
行
う
資
格
試
験
に
合

格
し
た
後
、
監
査
事
業
に
従
事
す
る
者
と
な

る
の
に
必
要
な
技
能
を
修
習
す
る
た
め
、
存

続
中
央
会
若
し
く
は
組
織
変
更
後
農
業
協
同

組
合
連
合
会
に
お
け
る
旧
農
協
法
第
七
十
三

条
の
二
十
二
第
一
項
第
二
号
の
事
業
を
担
当

す
る
部
課
若
し
く
は
監
査
事
業
を
担
当
す
る

部
課
又
は
公
認
会
計
士
若
し
く
は
監
査
法
人

に
お
け
る
組
合
の
監
査
を
担
当
す
る
部
課
に

在
籍
し
、
組
合
の
監
査
事
業
の
実
務
に
つ
い

て
の
補
習
を
受
け
た
者

二

平
成
二
十
七
年
改
正
法
施
行
前
に
全
国
農
業

協
同
組
合
中
央
会
が
行
う
資
格
試
験
に
合
格
し

た
後
、
旧
農
業
協
同
組
合
監
査
士
と
な
る
の
に

必
要
な
技
能
を
修
習
す
る
た
め
、
農
業
協
同
組

合
中
央
会
に
お
い
て
、
旧
農
協
法
第
七
十
三
条

の
二
十
二
第
一
項
第
二
号
の
事
業
を
担
当
す
る

部
課
に
一
年
以
上
在
籍
し
、
組
合
の
監
査
の
実

務
に
つ
い
て
の
補
習
を
受
け
た
者

第
一
項
第

二
号
に
該
当
す
る
者

第
七
十
三
条
の
二
十
二
第
一
項
第
二
号
の
事

業
を
担
当
す
る
部
課
に
在
籍
し
、
組
合
の
監

査
の
実
務
に
つ
い
て
の
補
習
を
受
け
た
者

４

第
一
項
の
場
合
に
お
い
て
、
次
の
各
号
に
掲
げ

る
期
間
は
、
そ
れ
ぞ
れ
当
該
各
号
に
定
め
る
期
間

と
み
な
す
。

一

平
成
二
十
七
年
改
正
法
施
行
前
に
農
業
協
同

組
合
中
央
会
に
お
い
て
旧
農
協
法
第
七
十
三
条

の
二
十
二
第
一
項
第
二
号
の
事
業
を
担
当
す
る

部
課
に
在
籍
し
て
い
た
期
間

存
続
中
央
会
に

お
い
て
同
号
の
事
業
を
担
当
す
る
部
課
に
在
籍

し
て
い
た
期
間

二

平
成
二
十
七
年
改
正
法
施
行
前
に
農
業
協
同

組
合
中
央
会
の
旧
農
協
法
第
七
十
三
条
の
二
十

二
第
一
項
第
二
号
の
事
業
を
担
当
す
る
部
課
に

お
け
る
旧
農
業
協
同
組
合
監
査
士
の
同
号
の
事

業
に
関
す
る
補
助
の
事
務
に
従
事
し
て
い
た
期

間

第
一
項
第
三
号
イ
に
規
定
す
る
事
務
に
従

事
し
て
い
た
期
間

三

平
成
二
十
七
年
改
正
法
施
行
前
に
農
業
協
同

組
合
中
央
会
の
旧
農
協
法
第
七
十
三
条
の
二
十

二
第
一
項
第
二
号
の
事
業
を
担
当
す
る
部
課
以

外
の
部
課
に
お
け
る
組
合
の
経
営
の
指
導
に
関

す
る
事
務
に
従
事
し
て
い
た
期
間

第
一
項
第

三
号
ロ
に
規
定
す
る
事
務
に
従
事
し
て
い
た
期

間

５

第
一
項
第
一
号
の
資
格
試
験
は
、
監
査
事
業
を

行
う
に
足
る
学
識
と
経
験
を
有
す
る
者
を
適
格
に

選
抜
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
行
う
も
の
と
し
、

そ
の
試
験
課
目
、
試
験
方
法
及
び
受
験
資
格
は
、

存
続
全
国
中
央
会
が
農
林
水
産
大
臣
の
承
認
を
受

け
て
定
め
る
。

６

第
一
項
第
二
号
の
組
合
の
監
査
事
業
の
実
務
に

つ
い
て
の
補
習
に
つ
い
て
必
要
な
事
項
は
、
存
続

全
国
中
央
会
が
農
林
水
産
大
臣
の
承
認
を
受
け
て

定
め
る
。

附

則

こ
の
省
令
は
、
令
和
元
年
九
月
三
十
日
か
ら
施
行
す
る
。

改

正

後

改

正

前

（
耐
震
性
の
確
保
）

第
四
条
の
二

電
気
工
作
物
（
液
化
ガ
ス
設
備
（
液

化
ガ
ス
の
貯
蔵
、
輸
送
、
気
化
等
を
行
う
設
備
及

び
こ
れ
に
附
属
す
る
設
備
を
い
う
。
以
下
同
じ
。）

を
除
く
。）は
、
そ
の
電
気
工
作
物
が
発
電
事
業
の

用
に
供
さ
れ
る
場
合
に
あ
っ
て
は
、
こ
れ
に
作
用

す
る
地
震
力
に
よ
る
損
壊
に
よ
り
一
般
送
配
電
事

業
者
の
電
気
の
供
給
に
著
し
い
支
障
を
及
ぼ
す
こ

と
が
な
い
よ
う
に
耐
震
性
を
有
す
る
も
の
で
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
。

﹇
新
設
﹈

令和元年月日 月曜日 第号官 報

〇
経
済
産
業
省
令
第
十
三
号

電
気
事
業
法
（
昭
和
三
十
九
年
法
律
第
百
七
十
号
）
第
三
十
九
条
第
一
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
発
電
用
火
力
設
備
に

関
す
る
技
術
基
準
を
定
め
る
省
令
の
一
部
を
改
正
す
る
省
令
を
次
の
よ
う
に
定
め
る
。

令
和
元
年
六
月
三
日

経
済
産
業
大
臣

世
耕

弘
成

発
電
用
火
力
設
備
に
関
す
る
技
術
基
準
を
定
め
る
省
令
の
一
部
を
改
正
す
る
省
令

発
電
用
火
力
設
備
に
関
す
る
技
術
基
準
を
定
め
る
省
令
（
平
成
九
年
通
商
産
業
省
令
第
五
十
一
号
）
の
一
部
を
次
の

よ
う
に
改
正
す
る
。

次
の
表
に
よ
り
、
改
正
前
欄
に
掲
げ
る
規
定
の
傍
線
を
付
し
た
部
分
は
、
こ
れ
に
順
次
対
応
す
る
改
正
後
欄
に
掲
げ

る
規
定
の
傍
線
を
付
し
た
部
分
の
よ
う
に
改
め
、
改
正
後
欄
に
二
重
傍
線
を
付
し
た
規
定
で
改
正
前
欄
に
こ
れ
に
対
応

す
る
も
の
を
掲
げ
て
い
な
い
も
の
は
、
こ
れ
を
加
え
る
。
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